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5. 中速電子分光による液体金属の研究
今~村 和 則
本研究の目的は,金属の融点近傍における固体と液体の凝集バンドの状態密度の変化
を調べ,これらを比較することによって金属の構造を理解しようというものである｡
実験方法は,金属の状態密度を外から調べられる中速電子分光(MEES)を用いた｡
MEESとは,10-100eV程度の単色化された電子線を試料にあてて,出てくる二次電
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子のエネルギー分析を行 うものであるo これによって求まる状態密度の変化は,固体か
ら液体になったときの形状変化や電気抵抗の大きな変化等の巨視的変化に対応している
はずであり,原子配列や電子状態といった微視的変化を知ることができる0
本研究では,試料として単純金属のインジウムの融点近傍での状態密度の変化を測定
した｡インジウムが液体になると,固体の時と比べて S-p混成の状態密度は,フェル
ミ面に近い浅い状態の電子数は増加 深い状態の電子数は減少するというように変化す
ることがわかった｡ これは,同じ孔b族のアルミニウムについての室温と融点以上の温
度の時の軟X線吸収実験と一致した｡
これらの実験結果は,従来,考えられていた液体の構造の規則性である短周期秩序か
らだけでは,説明がつかないことがわかったo
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